
▪
平
成
25
年
4
月
10
日
（
水
）

▪
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

▪
参
加
者　

13
名

三
宅
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

物
故
し
た
多
く
の
級
友
に
黙
祷

後
、
藤
田
君
の
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
。
近
況
報
告
と
、
併
せ
て
米
寿

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
始
め
た
牛
歩

会
も
今
回
で
十
六
回
目
と
な
り
、

今
回
で
一
応
の
終
止
符
を
打
ち
ま

し
た
。

昭
和
の
激
動
期
に
青
春
を
過
ご

し
、
又
、
烏
城
内
で
勉
学
に
励
ん

だ
頃
を
懐
か
し
み
乍
ら
、
一
中
校

歌
を
斉
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
三
宅
章
夫
）

⑶

朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
昨

年
九
月
か
ら
今
年
八
月
ま
で
に
開

催
さ
れ
た
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
会
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
放

送
室
」
に
は
他
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▪
平
成
25
年
5
月
15
日
（
水
）

▪
え
き
ま
え
ミ
ヨ
シ
ノ

▪
参
加
者　

2
名

高
齢
で
故
障
者
続
出
の
た
め
、

岡
本
拓
雄
、
日
下
博
夫
の
二
名
で

し
た
。

来
年
は
多
数
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
辻　

五
朗
）

▪
平
成
25
年
4
月
6
日
（
土
）

▪
え
き
ま
え
ミ
ヨ
シ
ノ

▪
参
加
者　

会
員
17
名

　
　
　
　
　

会
員
夫
人
1
名

当
日
は
常
連
の
青
山
・
津
田
・

福
田
君
が
体
調
不
良
の
た
め
不
参

加
。
久
し
ぶ
り
に
片
山
君
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

杉
原
君
の
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭

で
開
会
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
二
次
会
は
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
柳
井
誠
一
）

▪
平
成
25
年
4
月
14
日
（
日
）

▪
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

▪
参
加
者　

23
名

行
動
を
共
に
し
た
沖
縄
の
女
性

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

の
苦
難
の
歴
史
と
そ
の
後
の
屈
辱

の
道
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

（
今
井
楨
一
）

▪
平
成
24
年
10
月
28
日
（
日
）

▪
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

▪
参
加
者　

18
名

同
窓
会
か
ら
『
一
中
』
が
消
え

ま
し
た
。
大
阪
で
は
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
昔
は
『
岡
中
』
も

残
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
し
て
六

十
六
年
を
経
た
今
日
で
は
、
出
席

者
の
数
も
減
少
の
一
途
で
す
が
、

最
後
の
一
兵
卒
ま
で
頑
張
る
覚
悟

で
す
。 

（
中
山
善
弘
）

コ
ミ
ュ
ニ
ティ

朝
日

昭
和
十
五
年
卒
・
十
四
年
修

い
ち
ご
会

昭
和
十
九
年
卒

岡
山
一
中
六ろ

く

二に

会

昭
和
二
十
一
年
四
卒
・
二
十
二
年
卒

岡
山
一
中
一
七
会

昭
和
二
十
年
四
卒

岡
山
一
中
烏
有
会

昭
和
十
八
年
卒
・
十
七
年
修

岡
山
一
中
牛
歩
会


